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も季節件.に有意に変化しなかったω 無痕候群では花粉飛散期にはIL-4芹牛ー が増加し， IFN-i産生は減少し
たが， 1.-5産生量は変化しなかった。薬物療法群および免疫療法不良群では花粉飛散期にIL-4とIL-5のl生
生量が増加したが， IFN-i産生量は変化しなかった。
【考察】スギ花粉症患者の末梢血リンパ球は花粉非飛散期には非特異的刺激に対する過敏性を有していな
いが，花粉飛散期jには非特異的刺激に対しでも過敏性を種f~ー することが示唆された。また，PIA刺激による
北粉飛散期のIレ5産生増強は鼻症状と関連性があり，免疫療法が奏坊した奏功した症例では刊JAによるIL-5
産生が抑制されることが認められた。
論文審査の結果の要旨
スギ花粉症患者の末梢血単核球(PBMC)はスギ抗原以外の非特異的刺激に対しでも過敏性を有しているか，
また非特異ー的刺激に対するPBMCの反応性はスギ花粉の自然暴露や治貨によって変動しうるか否かを解明す
ることを試みた。
16名のJI:アトピー健常人(健常人群)， 17名のスギ花粉に感作されているが鼻症状のない無対.候群，花
-37)-
粉飛散期に抗アレルギー薬で治療した34名のスギ花粉椛患者(薬物療法若手)， 1年以上免疫療法を施行中
の57名の花粉症患者(免疫療法群)，免疫療法により治婚した7名の治癒群を対象とした。また.免疫療
法群はその治療効栗により36名の著効群と21名の不良群に細分化したの各対象より1998年のスギ花粉飛散
前と飛散期に採取したPBMC(1.OX10~倒/ml)をP出(10μg/ml)で24時間刺激培養しその上清中のIL-4，IL-5 
およびIFN-r濃度をELISAで測定した。
花粉飛散前に接取したPBMCからのIL-4，およびIL-5およびIFN-r産生量はいずれの群閥でも有意差を認
めなかった。また，健常人群.免民療法著効群および治癒群ではしサどれのサイトカインの産生量も季節性
に有意に変化しなかった。無症候群では花粉飛散期にはIl-4産生が増加したがf IL-5産生量は変化しなか
った。薬物療法群および免疫療法不良群では花粉飛散期にIL-4とIL-5の産生量が増加したが.IFN-r再生
量は変化しなかった。したがって.スギ花粉症患者の末梢血リンパ球は花粉非飛散期には非特異的刺激に
対する過敏性を有していないが，スギ抗原の自然暴露により非特異的刺激に対しでも過敏性を獲得し.特
にIL-5産生増強は鼻症状の出現に関連していた。また.免疫療法は非特異的刺激に対する末梢!佃単各球の
反応性の一部をも抑制すると結論された。
本論文はスギ、花粉症患者における末梢血1)ンパ球の非特異的刺激に対する反応性とこれに及ぼす免疫療
法の効果を明らかにしたものであり，本疾患における病態解明と治療に貢献するところ大である。よって
著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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